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ヘルスケア・ツーリズム（Healthcare Tourism or Medical Tourism）（分類の一例）

リフレッシュ 健康増進・予防 状態改善 治療等

健常者等 心身の改善等に関心のある者 患者等

リゾート施設・ホテル等 Medi Hotel等 医療機関

（主たる目的）

（主たる対象者）

（主たる提供施設・サービス提供者）

Medical Travel (or 狭義のMedical Tourism)Wellness Tourism

心臓手術

歯科治療

整形外科手術

一般手術

再生医療

フィットネス・スポーツ

パンパリング
(Pampering)

美容歯科

治療的レクレーション
（Therapeutic Recreation）

スパ

ヨガ・メディケーション

栄養指導・栄養改善

癌治療

アンチエイジング

各種健康診断

美容整形

慢性疾患に対する治療

老化に対するリハビリテーション

安楽死

回復期リハビリテーション

不妊医療

Medial Wellness Tourism

がん検診

メディカル・スパ

各種セカンドオピニオン

ニューエイジ
（New Age）

タラソテラピー

メンタルヘルスケア

美容

１．定義や類型をめぐる状況



・主に米国の患者
・歯科・美容整形、スパ等

コスタリカ

・主に周辺のラテンアメ
リカの国々の患者、
U.S.患者等
・がん治療、眼科、歯
科・美容整形、健診等

キューバ

・主にU.S.患者
・歯科・美容整形・眼科、
肥満治療、癌治療、ス
パ・トリートメント等

パナマ

・ASEAN諸国、アジア、中東、
アフリカ、米国、 ヨーロッ
パ諸国の患者等
・心臓手術、肥満治療、美
容整形、歯科、整形外科、
性転換手術等

タイ

・インドネシア、マレーシ
ア、中東の患者等
・心臓手術、神経外科、
整形外科、歯科等

シンガポール

・主に、インドネシア、英国、
アラブ首長国連邦、米国、
中国、香港の患者等、
・肥満手術、心臓手術、美容
整形、審美歯科、スパ、整形
外科、一般外科等

マレーシア

・米国、カナダ、英国、そ
の他ヨーロッパ諸国の
患者等
・歯科、眼科、心臓手術、
整形外科、美容整形、
臓器移植等

インド

・主に米国、ロシア、モン
ゴル、香港、中国の患
者等
・美容整形、癌治療、健
診、眼科、歯科、伝統
医学等

韓国

・米国、ヨーロッパ諸国、
ナイジェリア、その他ア
フリカ諸国の患者等。
・美容整形、歯科、体外
受精、メディカル・スパ
等

南アフリカ

・英国、ドイツ、オーストリ
アの患者等
・歯科、眼科、美容整形、
IVF、ヘルス・スパ等

チェコ

・オーストリア、英国、アイ
ルランド、ドイツ、デン
マーク、スイスの患者等
・歯科、美顔整形手術、
眼科、リハビリテーショ
ン、 整形外科、IVF等

ハンガリー

・英国、ドイツ、スカンジナ
ビア諸国の患者等
・歯科・眼科、ヘルス・ス
パ等

ポーランド

・英国、オランダ、ベル
ギー、アゼルバイジャ
ン、ロシアブルガリア、
シリア、イラク、アフガ
ニスタンの患者等
・美容整形、歯科、体外
受精、レーシック手術、
メディカル・スパ等

トルコ

・周辺アラブ諸国の患者等
・心臓手術、整形外科、

アラブ首長国連邦

・イラク、パレスチナ、スー
ダンの患者等
・美容整形、脳神経外科、
眼科、歯科、臓器移植
等

ヨルダン

２．Healthcare Tourismの主な受け入れ国（一部）

・主にU.S.患者
・美容整形等

ブラジル
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例１）韓国（第2次（2022-2026）医療海外進出及び外国人患者誘致支援総合計画）

https://www.mohw.go.kr/board.es?mid=a10107010100&bid=0044&act=view&list_no=374170&tag=&cg_code=&list_depth=1
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例２）マレーシア（Malaysia Healthcare Travel Industry Blueprint 2021 – 2025）

https://www.mhtc.org.my/malaysia-healthcare-travel-industry-blueprint/



【参考】３．わが国の外国人医療をめぐる主な施策の変遷

年 関連施策等 備考

2010年（H22）年 「新成長戦略」
→国際医療交流（外国人患者の受入れ）の推進
・2011年 医療滞在ビザ創設
・2011年 外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）の創設

2013年（H25)年 「健康・医療戦略」
・2013年 Medical Excellence Japan（MEJ）の設立
→インバウンド・アウトバウンドの推進

2016年（H28）年 「日本再興戦略2016」（H28年6月2日閣議決定）
「明日の日本を支える観光ビジョン」（H28年）
・「観光立国の実現」
→「すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に」
「急患等にも十分対応できる外国人患者受入れ体制の充実」
→「2020年までに外国人患者が受入れ体制が整備された医療機
関を…現在の約5倍にあたる100か所で整備することを目標」

・厚労省：「外国人向け多言語説明資料」（院内書類5言語）
・厚労省：「医療通訳・外国人向け医療コーディネーターの

配置支援事業」
・厚労省：「医療通訳育成カリキュラム・テキスト」公表
・観光庁：「訪日外国人旅行者受入れ医療機関」リスト作成

2017年（H29）年 「未来投資戦略2017」
→「訪日・在留外国人患者が安心安全に日本の医療機関を受診できるように

…、2020年までに100か所で整備する目標を前倒し、本年度中の達成を
目指す。…これらの基幹医療機関に加え、地域の実情を踏まえながら外
国人患者の受入れ体制の裾野拡大に着手し、…充実を目指す。」

・厚労省：「電話医療通訳の利用促進事業」

2018年（H30年） 「訪日外国人に対する適切な医療等の確保に向けた総合対策」（6月）
→近年の訪日外国人医療施策はこちらを中心に展開

「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」（12月）
→2019年4月に創設される新しい在留資格「特定技能」を見据えて発表
→在留外国人関係の医療についても言及

・厚労省：「希少言語に対応した遠隔通訳サービス事業」
・厚労省（＋観光庁）
「地域の医療・観光資源を活用した外国人受入れ推進の
ための調査・展開事業」（継続）

２０20年 ＜新型コロナ関連（医療）＞
・厚労省「医療機関等における新型コロナウイルス感染症対応に資する電話医療通訳サービス事業」（無料）
・厚労省「医療機関における新型コロナウイルス感染症の外国人患者受入れのための設備整備事業」
・厚労省「新型コロナウイルス感染症患者等入院医療機関設備整備事業」等

これらの事業
も継続
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